奈良地区
	９） 南部ブロック


信仰仰養成 
目標 １　今年の間、少しでも信仰養成のあらゆる側面を改善する

計画 １　去年始めたミサ後の聖書や要理の話を続け、毎回その内容を共同宣教司牧の精神に沿うものとする。

計画 ２　ミサ後の話がある場合、教会学校で同じテーマについて考える。

計画 ３　2007年３月31日までに、去年作った祭壇奉仕者のための 「ミサ式次第マニュアル」 を実行する。

計画 ４　去年始めた中高生の信仰養成のための活動を続け、少なくとも年２回中高生の集まりを催す。

計画 ５　各教会の聖書を分かち合う機会を増やす。

計画 ６　ブロック、および小教区の聖書勉強の場を設ける。

計画 ７　キリスト教入門講座の内容を見直し、再出発する。

計画 ８　各教会で教会学校、中高生および求道者のリーダー養成に取り組み、年２回研修会を開く。

計画 ９　各教会で、年２回以上小教区評議会制度の説明会を催す。

計画10　小教区内の地区を 「キリスト者小グループ」 として集まるように促す。

 コミュニケーション 
目標 ２　今年の間、少しでもコミュニケーションのあらゆる側面を改善する

計画11　小教区評議会の前に、各活動部会が小教区役員に月報を提出する。

計画12　各小教区活動部会は、2006年５月末までに、活動部会の役割と任務を信徒に提示する。

計画13　各小教区評議会の議題は、会議の一週間前の主日に信徒へ提示し、議事録は会議の一週間後、提示

する。

計画14　ブロック会議の議題は、会議の一週間目の主日に信徒に提示し、議事録は会議の一週間後、提示する。

計画15　信徒が、少なくとも年３回、自分の小教区以外のブロック内の教会で主日のミサに参加することで、交流を

深めるよう促す。

計画16　奈良南部 「朝祷会」 の活動を信徒に説明し、参加することを促す。

計画17　できるだけたくさんの信徒が2007年のエキュメニカル音楽の準備を積極的に手伝い、音楽祭に参加する

ように努力する。

計画18　2007年１月18日～25日のキリスト教会一致中間の間に、他のキリスト教派の人々を招いて、ブロックの

合同礼拝を催す。

計画19　少なくとも年２回、ブロック国際交流ミサを行なう。

 社会活動  

目標　３　今年の間、信徒が信徒として社会活動に参加することを促す

計画20　奈良カトリック協議会の方針に一致して、 「奈良ダルク」 を支え、具体的に手伝う。

計画21　信徒がボランティア活動に参加するように努力する。
